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（AG：アジェルプレス通信，ZF：ズィアルル・フィナンチアル紙，NO：ナインオクロック紙） 
主要ニュース 

【内政】●内閣改造が行われ、６名の閣僚が交代したが、地域開発相、運輸相についてはヨハニス大統領が承認

せず、大統領は閣僚人事を統一記念日後まで凍結すると述べた。 

●ＰＳＤの全国執行委員会が立て続けに開催され、ドラグネア党首に批判的な幹部党員の除名や、大臣

職や党要職からの解任が決定された。 

●欧州委員会が、ネガティブな内容の「協力・検証メカニズム（ＣＶＭ）報告書」を公表した。 

●テルドルム社とドラグネア党首との関係を示す同社の内部資料がリークされた。これに対し、ドラグ

ネア党首は、ヨハニス大統領の刑事事件を示唆する資料を記者団に提示して大統領を非難した。 

【外政】●欧州議会は、ルーマニアの司法状況に「深い懸念」を示す決議を採択した。 

●ダンチラ首相が中東諸国を歴訪。ヨハニス大統領は、仏を公式訪問した。 

●タヤーニ欧州議会議長一行がルーマニアを訪問した。 

【経済】●ルーマニアの２０１８年第３四半期のＧＤＰ は対前期比で＋１．９％（季節調整前）増加し，２０ 

     １７年第３四半期から＋４．３％（季節調整前），＋４．１％（季節調整後）増加した。２０１８年１ 

     ～９月のＧＤＰ前年同期比＋４．２％（季節調整前及び季節調整後）増加した。 

    ●公共財務省によれば，２０１８年１月から１０月末までのルーマニアの財政収支は約２０８億５，７

４０万レイ，対ＧＤＰ比で２．２０％の赤字。 

    ●欧州基金省によれば、２０１８年１１月２日時点の欧州基金（２００１４～２０２０年）の執行率は

２０．２８％。  

内政 

■ ＰＳＤ幹部党員の除名 

・５日，社会民主党（ＰＳＤ）の全国執行委員会（Ｃ

ＥＸ）が開催され，ツツイアーヌ上院議員（元防衛大

臣）及びネアクシュ党事務局長の除名が決定された。

両名は，９月に開催されたＣＥＸでドラグネア党首の

辞任に賛成したグループに名前を連ねていた。 

 

■ ラザル検事総長の解任問題 

・１日，トアデル法務大臣が，ラザル検事総長が検事

総長に任命されたのは，ヨハニス大統領のシビウ市長

時代の刑事訴追案件を終了させたことによるものだと

批判していたことにつき，大統領の訴追案件を終了さ

せたのはアウグスティン・ラザル検事総長ではなく，

同姓の別の検事であったことが判明した。 

・１９日，司法最高評議会（ＣＳＭ）検察部は，法務

大臣のラザル検事総長解任の提案に対し，否定的な意

見を提出した。ただし、ＣＳＭの意見は助言にとどま

り，強制力はない。 

 

■ 国家汚職対策局（ＤＮＡ）の新首席検事人事 

・２１日，ヨハニス大統領は，新たなＤＮＡ首席検事

（長官）としてトアデル法務大臣から推薦があったア

ディナ・フロレア・コンスタンツァ地方高等検察局検



ルーマニア月報 

 
- 2 -

察官の任命を否認した。法律によれば，大統領は高位

検察官の任命につき，法務大臣による提案を一度だけ

否認することができる。 

 

■ ドラグネアＰＳＤ党首の裁判 

・５日，破毀院に於いてドラグネアＰＳＤ党首のテレ

オルマン議会議長時代の公費流用事件の控訴審公判が

開始したが，本人は出廷せず，次の公判は１２月３日

となることが判明した。一審は，ドラグネアＰＳＤ党

首に対する職権濫用罪（ＰＳＤの秘書２名が実際には

勤務していないテレオルマン県社会児童保護局の給与

を受け取っていたというもの）に３年６ヶ月の有罪判

決を下していた。控訴審で有罪判決が確定すれば、す

でに禁固２年の有罪が確定している国民投票を巡る選

挙違反の罪の執行猶予が消失し、実刑判決となる。 

・７日，憲法裁判所は，破毀院の裁判官５名が抽選で

選出されるべきという規定が遵守されていないので，

同院の裁判官の再選出をすべきという決定をした。１

０月２日にダンチラ首相から憲法裁判所に対してなさ

れた指摘を受けたもの。これを受け，９日，破棄院は，

抽選で新たに５名の裁判官を選出した。 

 

■ テルドルム関連資料のリーク 

・３日，ジャーナリストのＮＧＯグループ「ライス・

プロジェクト」は，ドラグネアＰＳＤ党首と，テレオ

ルマン県の建設会社テルドルム社に関係する大量の内

部資料（写真，メール，領収書等が入ったハードディ

スクやタブレット，ＵＳＢ，紙の資料）が入ったスー

ツケースを入手したと発表した。スーツケースはテレ

オルマン県の農家の土地で発見されたとされている。

「ライス・プロジェクト」は，これらはＤＮＡ（国家

汚職対策局）が未入手の資料であるとしている。昨年

１１月，ＤＮＡはドラグネアＰＳＤ党首をテルドルム

社に関する汚職容疑に関連して起訴している。 

・５日，ドラグネアＰＳＤ党首は，記者団に対し，揚

げパン（ゴゴシ：嘘という意味がある）と，ヨハニス

大統領やドイツ人民主フォーラム，シビウのヨハニス

大統領が所有していた家屋を巡る裁判に関する新聞記

事等が入ったスーツケースを披露して，ヨハニス大統

領を批判した。 

・１２日，ドラグネアＰＳＤ党首は，記者団に対して

新たなスーツケースを披露した。スーツケースにはヨ

ハニス大統領が１７もの刑事事件に関与していること

を示す書類やＵＳＢ等が含まれているとされている。

これに対し，１３日，ヨハニス大統領は，自らが抱え

ている刑事事件は一件もないと完全に否定した。 

 

■ タリチャーヌ上院議長に対するＤＮＡの訴追 

・７日，ＤＮＡは，議会上院に対し，タリチャーヌ上

院議長（自由民主主義同盟（ＡＬＤＥ）党首）に対し，

同議長が首相時代（２００４－２００８年）のマイク

ロソフト社汚職事件に関する刑事訴追手続きを開始す

るための承認を請求した。マイクロソフト社汚職事件

は，２００４年から２０１２年にかけて行われたマイ

クロソフト社のライセンスの政府受注に関する贈収賄

事件で，ルーマニア現代史上、最も巨大な汚職事件の

一つと言われている。既に多くの政府関係者が有罪判

決を受けて収監されているが，時効で起訴取り下げに

なった者もいる。この一件により、タリチャーヌ上院

議長は，１２日から予定されていた韓国訪問を取りや

めた。 

 

■ 内閣改造 

・１３日，ダンチラ首相はドラグネアＰＳＤ党首と共

に記者会見を行い，９月末にポパ教育大臣が辞任して

代行職となっていた教育大臣のポストに、エカテリー

ナ・アンドロネスク元教育大臣を指名する意向を表明

した。また，ダンチラ首相は，１１月９日に辞任を表

明していたネグレスク欧州問題担当大臣の後任として，

ジョルジェ・チャンバ外務次官を指名すると表明した。

ヨハニス大統領は，ネグレスク欧州問題担当大臣の辞

任報道を受けて，「ルーマニアはＥＵ議長国を務める

用意がまったく出来ていない。ドラグネアとダンチラ

という「民主主義が生んだ災難（アクシデント）」に

率いられた政府は交替すべき」等と痛烈に政府与党を

批判した。 

・１１月１９日，ＰＳＤのＣＥＸが開催された。ＣＥ

Ｘに先立ち，フィフォル国防相は辞任を表明した。ま
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た，フィレア・ブカレスト市長は，党の副党首ポスト

とＰＳＤブカレスト支部長（代行）という幹部ポスト

を辞任し，役職を持たない一党員となった。 

協議の結果，以下の８件の大臣交代が提案された。 

（１）地域開発・公共行政大臣 

旧：パウル・スタネスク 

新：イラン・ラウファー元ビジネス環境担当大臣 

（２）経済大臣 

旧：ダヌッツ・アンドルシュカ 

新：ニクラエ・バダラウ上院議員 

（３）運輸大臣 

旧：ルチアン・ショヴァ 

新：オルグッツァ・ヴァシレスク労働大臣 

（４）国防大臣 

旧：ミハイ・フィフォル 

新：ガブリエル・レス元国防大臣 

（５）労働・社会公正大臣 

旧：オルグッツァ・ヴァシレスク 

新：マリウス・コンスタンティン・ブダイ下院議員 

（６）文化・アイデンティティ大臣 

旧：ジョルジェ・イヴァシュク 

新：ダニエル・ブレアズ上院議員 

（７）通信・情報社会大臣 

旧：ボグダン・コジョカル 

新：アレクサンドル・ペトレスク元経済大臣 

（８）青少年・スポーツ大臣 

旧：ヨワナ・ブラン 

新：ボグダン・コンスタンティン・マテイ上院議員 

ヨハニス大統領は会見を行い，提案のあった新大臣の

うち，ラウファー新地域開発大臣候補及びヴァシレス

ク新運輸大臣候補の提案については不適切であるとし

て大臣交代を承認しなかった。これに対し，ラウファ

ー候補は，ヨハニス大統領が自分の任命を拒否した理

由は，自らがユダヤ系であるからだとして，ヨハニス

大統領が反ユダヤ主義者であると非難した。 

・２１日，ＰＳＤのＣＥＸが開催され，ダンチラ首相

は，ヴァシレスク前労働大臣を，新地域開発大臣に，

また，ミルチャ・ドラギチ氏を新運輸大臣に推薦する

と述べた。 

・２２日，ショヴァ運輸大臣が辞表を提出したが，ヨ

ハニス大統領は，その辞表を受理しないとした。ヨハ

ニス大統領は，１週間に２回も内閣改造が行われるの

は前代未聞であり，ＰＳＤが政権をとって以来７０人

もの大臣が任命されたがこのような大臣交代は承認で

きないとして，１２月１日の統一記念日までは大臣人

事を凍結すると述べた。 

・２６日，スタネスク副首相兼地域開発相が辞任を表

明した。 

 

■ 欧州委員会によるＣＶＭ報告書の公表 

・１３日，欧州委員会は，ブルガリアとルーマニアに

対する協力・検証メカニズム（ＣＶＭ）報告書を公表

した。報告書は，ルーマニアについて，前回評価時の

２０１７年１１月時点以降，過去１０年間の進歩に疑

問を起こさせるようなネガティブな動きが見られたと

して，具体的には，司法関連法改革，司法の独立への

圧力，特に国家汚職対策局に対する圧力等が，汚職と

の戦いを弱めていると指摘している。その上で，２０

１７年１月にルーマニアに対して提示された助言は十

分ではないとして，ルーマニアに対し追加の助言を提

示し，これらが迅速に実行されることが司法改革を元

の軌道に戻すために必要であり，またＣＶＭプロセス

の終了のために必要であると述べた。助言の主要な点

は，以下のとおり。 

（１）司法関連法の施行の停止，ＣＶＭプロセスとヴ

ェニス委員会，欧州評議会反汚職グループ（ＧＲＥＣ

Ｏ）の助言に沿った同法の修正 

（２）現在進行中の高位検察官の任命・罷免手続きの

停止。経験豊富なＤＮＡ長官の任命手続きのやり直し，

司法最高評議会による法務査察局の指導部の迅速な任

命 

（３）刑法，刑事訴訟法の修正の凍結，ＥＵ法に沿っ

た，またＣＶＭやヴェニス委員会の助言に沿った，修

正のやり直し。 

 

■ その他 

・２５日，ブカレストの新しい大司教座大聖堂

（Catedrala Mantuirii Neamului）の奉献式が行われ，
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ダンチラ首相，ドルネアーヌ憲法裁判所長他，多くの

要人や３万人の信者などが参加した。 

 

外政 

■主な要人往来 

・２日，ダンチラ首相は，ブルガリアで開催された，

ルーマニア，ブルガリア，セルビア，ギリシャの４ヵ

国にイスラエルを加えた５ヵ国の首脳会合に出席した。 

・４日，ダンチラ首相はオマーンを訪問し，マフムー

ド・アール・サイード・オマーン副首相と会談を行っ

た。５日は，在オマーン・ルーマニア大使館の開館式

に出席した。 

・６日，ダンチラ首相は，カタールを訪問し，ハマド・

アール・サーニ・カタール首長に面談した。また，７

日には，ハリーファ・アール・サーニ・カタール首相

と会談を行った。 

・６－７日、ビルチャル副首相は、ブルームバーグ財

団による経済フォーラムに出席するため、シンガポー

ルを訪問した。 

・８日，ヨハニス大統領は，ブリュッセルでのストル

テンベルグＮＡＴＯ事務総長主催の夕食会に，メイ英

首相，ルッテ蘭首相及びミシェル・ベルギー首相と共

に出席した。公式な発表はなされていないが，英国の

ＥＵ離脱について取り上げられた模様。 

・９日，メレシュカーヌ外相は，ルーマニアを訪問し

たシーヤールトー・ハンガリー外務貿易相と会談を行

い、ガスパイプラインＢＲＵＡプロジェクトやルーマ

ニアの統一１００周年等について意見交換を行った。 

・１０－１１日，ヨハニス大統領は，パリで開催され

た第一次大戦終結１００周年の記念式典に出席した。 

・１２日，ヨハニス大統領は，ルーマニアを訪問した

ヤイエル欧州経済社会評議会議長と会談を行った。同

議長は，１３日には，ダンチラ首相とも会談を行った。 

・１４日，ヨハニス大統領は，チャールズ英皇太子の

７０歳の誕生パーティー出席のためにロンドンを訪問

し，ガラス製のイコンを同皇太子に贈呈した。同日に

予定されていたメイ英首相との会談は，英国側の事情

により実現しなかった。 

・１５－１６日，ビルチャル副首相は，チプラス・ギ

リシャ首相，ボリソフ・ブルカリア首相等と共に，第

３回テサロニキ・サミットに出席した。同サミットで

は，西バルカン情勢，地域の相互接続，産業の発展と

協力等が取り上げられた。ＥＵ拡大プロセスへのルー

マニアのコミットメントについて言及した。 

・２０日、ヨハニス大統領は大統領府にて、Jourova

司法・消費者・男女機会均等担当欧州委員と面会し、

ルーマニアのＥＵ議長国、欧州議会選挙、多年度財政

枠組み等について協議した。 

・２１日，タヤーニ欧州議会議長と９つの欧州議会グ

ループのリーダー等の一行が，ルーマニアを訪問し，

ダンチラ首相，ヨハニス大統領，上下両院議長とそれ

ぞれ面会した。タヤーニ欧州議会議長は，ダンチラ首

相との面会後の記者会見で，ダンチラ首相と，英国の

ＥＵ離脱，ＥＵ域内の英国人の権利，英国の財政的な

約束，ＥＵの多年度財政枠組み，ＥＵの安全保障問題

等について議論を交わしたと述べた。また，ヨハニス

大統領との会談では，議長国としてのルーマニアにと

って，英国のＥＵ離脱，多年度財政枠組のための財政

の確保やアイルランドとの国境問題，難民問題への取

り組みが必要と述べた。 

・２３日，メレシュカーヌ外務大臣は，ルーマニア・

韓国の戦略的パートナーシップ１０周年を記念して韓

国を訪問し，康京和外務大臣等と会談した。康外務大

臣は，朝鮮半島の平和プロセスに対するルーマニアの

協力を求めた。 

・２５日，ヨハニス大統領は，ブリュッセルで行われ

た欧州理事会の臨時会合に出席した。 

・２６-２７日，ヨハニス大統領は，フランスを公式訪

問し，マクロン大統領とエリゼ宮で会談し，フランス

との二国間戦略的パートナーシップに係る政治宣言に

署名を行った。両首脳は，具体的な二国間，欧州，国

際関係における協力に関するロードマップの早期策定

を目指すことを確認した。また両首脳は，来年のシビ

ウ首脳会合，ＥＵの国防，移民問題，ＥＵ統一市場，

ルーマニアのシェンゲン領域加盟等について協議した。

ヨハニス大統領は，この会談が，ルーマニアの統一１

００周年，及び二国間の戦略的パートナーシップ１０

周年という記念すべき年に行われ，またパリにおける
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文化行事「フランス・ルーマニア・シーズン」の開催

ができたことに喜びの意を表明した。「フランス・ル

ーマニア・シーズン」では４００もの文化行事が開催

される。 

・２６日，メレシュカーヌ外務大臣は，インドのスワ

ラジ外相と会談を行い，２０１３年にインドとの間で

締結されたパートナーシップの強化に関心を示した。 

 

■ＥＵ関係 

・１日、ダンチラ首相は、ティマーマンス欧州委員会

副委員長に対し、ルーマニアの司法状況に関する同委

員長の質問に答える書簡を送付した。 

・１２日，ビルチャル副首相は，ルーマニアのＥＵ議

長国期間中に推進する欧州のアジェンダの一つが，サ

イバーセキュリティであると述べた。 

・１３日，欧州議会は，ルーマニアの司法関連法及び

刑法の改正が，汚職との戦いや権力の分立を危機にさ

らすものであるとして「深い懸念」を示す決議を採択

した。決議は，本年８月に行われた反政府抗議活動に

対する警察機関による暴力的な介入を批判し，透明性

のある効果的で偏りのない調査を要請している。さら

に，最近可決されたマネーロンダリング法はＮＧＯな

ど市民社会の自由な活動を妨げるものであると批判し

ている。決議案は，４７３票の賛成，１５１票の反対，

４０票の棄権で可決された。 

・１３日，シピラ・フィンランド首相は，ルーマニア

が望むならば，ＥＵ議長国の順番をフィンランドが就

任予定の２０１９年後半と入れ替える用意があると述

べた。同首相の提案は，ルーマニアがＥＵ議長国就任

の準備が整っていないとするヨハニス大統領の発表の

後になされた。ルーマニア側は提案を拒絶し，議長国

の準備ができていることを強調した。 

・２５日，ヨハニス大統領は，European Center for 

Workers’Questions の総会に宛てたメッセージの中

で，ＥＵ議長国として，ルーマニアは英国のＥＵ離脱，

多年度財政枠組み，移民問題といった重要な問題に取

り組むことを表明した。 

■英国のＥＵ離脱 

・１５日，ルーマニア外務省はプレスリリースを発出

し，英国とＥＵによる離脱協定最終案への合意を歓迎

した。また，同協定が，ＥＵと英国のより親密な将来

的関係，安全保障分野での緊密な協力、ルーマニアと

英国の共通の関心である東方パートナーシップ諸国の

発展に関する協力の維持のための道を拓くものである

ことを強調した。 

・２５日，ヨハニス大統領はブリュッセルで行われた

欧州理事会の臨時会合に出席し，英国のＥＵ離脱協定

は最良のものであるとしつつ，協定が発効すれば，英

国在住のルーマニア人や他のＥＵ国民がこれまでと同

様の権利を維持し，労働したり勉強したり，年金を受

給したりすることを可能にすると述べた。 

 

■イスラエル関係 

・イスラエルのメディアによると，本年４月，メルケ

ル独首相は，ヨハニス大統領に対し，在イスラエル・

ルーマニア大使館のテルアビブからエルサレムへの移

転を止めさせるように要請していた。独政府及びルー

マニア大統領府は，コメントを拒否している。ヨハニ

ス大統領は，本年のドラグネア下院議長とルーマニア

首相府による在イスラエル・ルーマニア大使館の移転

の提案に反対していた。 

 

■軍事・安全保障関係 

・２６日，ヨハニス大統領は，ロシア・ウクライナ関

係の緊張に言及し，「我々は適切に行動を起こす用意

がある」としながら，ルーマニアに対する危険はない

と述べた。またルーマニア外務省は，ウクライナの領

域主権を完全に支持するとのプレスリリースを発表し

た。 

 

経済 

■マクロ経済 

（特に記載のない限り，対前年比又は前年同期比，季

節調整後，出典は国家統計局ＩＮＳ） 

【９月分統計】 

（１）鉱工業 

 ８月 ９月 

工業生産高  ３．９％ ４．０％ 
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工業売上高(名目)  ８．４％ ７．８％ 

工業製品物価指数 ５．９％ ５．６％ 

新規工業受注高(名

目)  
９．１％ ９．３％ 

 

（２）販売 

 ８月 ９月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除

く)  

１．７％ ２．８％ 

自動車・バイク売上高 １．５％ ▲１．６％ 

小売業売上高 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

１．８％ 

EU２８か国 

２．４％ 

ユーロ圏 

０．８％ 

EU２８か国 

１．５％ 

自動車・バイク売上高が減速。 

なお，９月の小売業売上高（ユーロスタット）対前年

同月比では，アイルランド（＋１０．２％）が最も増

加し，次いでリトアニア（＋７．９％）及びポーラン

ド（+６．５％）。 

 

（３）その他 

建設工事 ８月 ９月 

▲８．９％ ▲０．４％ 

建設工事が加速。 

 

（４）輸出入 

輸

出 

８月 ９月 

€５１億３,２４０

万 

(４．３％) 

€５８億３,９４０万 

(５．１％) 

RON２３８億４,６

５０万 

(５．９％） 

RON２７１億３,０９０

万 

(６．２％） 

輸

入 

€６５億２,６８０

万 

（９．０％） 

€６８億１,０３０万 

（３．４％） 

RON３０３億２,８ RON３１６億４,１８０

３０万 

(１０．７％） 

万 

(４．６％） 

  

【１月～９月分統計】 

（１） 鉱工業 

 ８月 ９月 

工業生産高  ５．５％ ５．５％ 

工業売上高(名目)  １３．５％ １２．９％ 

新規工業受注高(名

目)  

１７．３％ １６．３％ 

新規工業受注高(名目) が減速。 

 

（２）販売 

 ８月 ９月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除

く)  

６．４％ ６．０％ 

自動車・バイク売上高 ９．５％ ８．２％ 

 

（３）その他 

建設工事  ８月 ９月 

▲２．６％ ▲２．２％ 

 

（４）輸出入 

輸

出 

８月 ９月 

€４５０億９１０万 

(９．７％) 

€５０８億４,８６０

万 

(９．１％) 

RON２,０９３億９,７

８０万 

(１２．３％） 

RON２,３６５億２, 

８７０万 

(１１．５％） 

輸

入 

€５３９億８,７５０

万 

（１０.４％） 

€６０７億９,９２０

万 

（９．５％） 

RON２,５１１億６,３

３０万 

(１３．０％） 

RON２,８２８億１,１

６０万 

(１２．０％） 

貿
▲€８９億７,８４０ ▲€９９億５,０６０
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易

収

支 

万 

 

万 

 

RON４１７億６，５５

０万 

 

▲RON４６２億８,２

９０万 

 

 

【１０月分統計】 

・消費者物価指数  

 ８月 ９月 

全体 ５．０３％ ４．２５％ 

食料品価格 ４．４４％ ３．７３％ 

非食料品価格 ６．５５％ ５．２７％ 

サービス価格 ２．５４％ ２．７３％ 

消費者物価指数 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

２．１％ 

EU２８か国 

２．１％ 

ユーロ圏 

２．２％ 

EU２８か国 

２．２％ 

１０月の消費者物価指数（ユーロスタット）対前年同

月比では，デンマーク（０．７％）、ポルトガル（０．

８％）及びアイルランド(１．１％)が最も低い。 

 

【その他統計】 

・１４日，ルーマニアの２０１８年第３四半期のＧＤ

Ｐ は対前期比で＋１．９％（季節調整前）増加し，

２０１７年第３四半期から＋４．３％（季節調整前），

＋４．１％（季節調整後）増加した。２０１８年１～

９月のＧＤＰ前年同期比＋４．２％（季節調整前及び

季節調整後）増加した。 (ＩＮＳ) 

 

■産業界の動向 

・２日，仏自動車製造者委員会（ＣＣＦＡ）は、仏に

おけるダチア新規登録台数を公表。２０１８年１０月

における新規登録台数は１０，１３８台，対前年同月

比で＋１９．５％増加。同月の仏でのダチアのマーケ

ット・シェアは５．８３％，前年同月の４．８１％か

ら１．０２％ポイント増加。同月の仏の自動車市場全

体は－１．５％減少。２０１８年１月から１０月末ま

での新規登録台数は１１万８，３７２台，対前年同期

比で＋２１．１％の増加。同期間の仏でのダチアのマ

ーケット・シェアは６．４５％，前年同期の５．６３％

から＋０．８２％ポイント増加。同期間のフランスの

自動車市場全体は＋５．７％増加。 

・５日，イギリス自動車製造販売協会（ＳＭＭＴ）は、

英におけるダチア新規登録台数を公表。２０１８年１

０月における新規登録台数は１，７７８台，前年同月

の１，６２５台と比較して＋９．４２％増加した。２

０１８年１月から１０月末における新規登録台数は２

０，０４２台，前年同期の２２，７００台と比較して

－１１．７１％減少。同期間のイギリスでのダチアの

マーケット・シェアは０．９７％，前年同期から０．

０５％ポイント減少。 

・１３日，ルーマニア運転免許証・自動車登録局（Ｄ

ＲＰＣＩＶ）によれば，２０１８年１０月の新車登録

台数は１１，０６３台，対前年同月比で－１９．４２％

減少。 

・１５日，欧州自動車工業会（ＡＣＥＡ）は欧州にお

けるダチア新規登録台数を公表。２０１８年１０月に

おける新規登録台数は３万７，３７１台，対前年同月

比で＋８．１％増加。２０１８年１月から１０月末ま

での新規登録台数は４３万５，５７１台、対前年同期

比で＋１３．４％増加。 

・２１日，ルーマニア自動車生産者輸入業者協会(ＡＰ

ＩＡ)によると，２０１８年１～１０月の車両販売台数

は１５万３，１０５台，対前年同期比で＋２０．１％

増加。同期間のメーカー別自動車販売実績は１位がダ

チア(４１，３７４台，市場シェア：３２．０％，対前

年同期比で＋２８．７％)，次いで Volkswagen(１２，

４２６台，市場シェア：９．６％，対前年同期比で＋

９．１％)，Skoda(１１，１６５台，市場シェア：８．

６％，対前年同期比で＋１７．１％)，Renault（１０，

２６６台，市場シェア：７．９％，対前年同期比で＋

１９．４％)，Ford（７，８０８台，市場シェア：６．

０％，対前年同期比で＋１２．４％）。 

 

■公共政策 

・欧州基金省によれば，２０１８年１１月２日時点の

欧州基金（２００１４～２０２０年）執行率は２０．

２８％。 
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■財政政策 

・２９日，公共財務省は，２０１８年１月から１０月

末までのルーマニアの財政収支は約２０８億５，７４

０万レイ，対ＧＤＰ比で２．２０％の赤字であったと

発表。前年同期間の財政収支は約６６億１，９１０万

レイ，対ＧＤＰ比で０．７９％の赤字であった。 

 

■金融等 

・１日，２０１８年１月から１０月末までの外貨準備

高は３２３億６，９００万ユーロ（２０１８年１月か

ら９月末までの３１４億２，１００万ユーロから減少），

金準備高は１０３．７トンで不変。(ＢＮＲ) 

・６日，ＢＮＲは，政策金利を年率２．５０％で据え

置くことを決定。中銀貸出金利を３．５０％で，中銀

預入金利を１．５０％で据え置くことを決定。 

・１３日，２０１８年１月から９月末までの経常収支

等について次のとおり発表。 

（１） 経常収支は６６億１，９００万ユーロの赤字。

なお，２０１７年同期間は４７億７，９００万ユーロ

の赤字。 

（２）外国直接投資 (ＦＤＩ) は，３５億１，７００

万ユーロ。なお前年同期間は３７億３，１００万ユー

ロ。 

（３）中長期対外債務は，２０１７年末時点から０．

６％減少し，６８１億２，９００万ユーロ (対外債務

全体の６９．５％) 。 

（４）短期対外債務は，２０１７年末時点から３．６％

増加し，２９８億６，６００万ユーロ (対外債務全体

の３０．５％) 。(ＢＮＲ) 

 

■労働・年金問題等 

・７日，２０１８年９月の平均給与(グロス)は，４，

４８２レイ(約９６５ユーロ)で，対前月比で＋０．７％

ポイント増加し，平均給与(手取り) は２，６８８レイ 

(約５７９ユーロ) で，対前月比で＋０．７％増加した。

なお，平均給与(手取り)が最も高かった業種は，業種

は，石油精製分野(６，４６５レイ，約１，３９３ユー

ロ)で，これに対し，最も低かったのは宿泊・飲食業(１，

５６７レイ，約３３７ユーロ)である。 (為替レートは

１ユーロ＝４．６４レイ)(ＩＮＳ) 

・２２日，国家雇用庁（ＡＮＯＦＭ）は，２０１８年

１月から１０月末までの失業率は２０１８年１月から

９月末までの失業率から０．０７％ポイント減少し，

２０１７年１月から１０月末までの失業率と比べると、

０．８１％ポイント減少し，３．３３％となったと発

表。 

・２９日，２０１８年１月から１０月末までの失業率

(季節調整後)は２０１８年１月から９月末までの失業

率（３．９％）から０．１％ポイント増加し，４．０％

になった。(ＩＮＳ) 

 

■格付（２０１８年１２月１４日付） 

Fitch  外貨建長期(国債) ＢＢＢ－ (安定的） 

    自国通貨建長期  ＢＢＢ  (安定的) 

 

Ｓ＆Ｐ 外貨建長期    ＢＢＢ－（安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ－（安定的） 

 

ＪＣＲ 外貨建長期    ＢＢＢ  (安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ+ （安定的） 

（内はアウトルック） 

 

二国間関係 

・１２－１５日，松戸市一行が，ルーマニアオリンピ

ック委員会，陸上競技連盟，卓球連盟，レスリング連

盟，フェンシング連盟，及び水泳連盟と，2020年東京

オリンピック・パラリンピック事前キャンプ地受入に

関する協議を行うため，来訪した。 

・２２日，野田仁特命全権大使が，大統領府にてヨハ

ニス大統領に信任状を捧呈した。 

・２６－２９日，日本の３２団体・企業約４５名から

なる、投資環境ミッション一行が当国を訪問。訪問中、

ダンチラ首相、オプレア・ビジネス環境・貿易・起業

大臣等の政府高官との会談の機会も得た。 

 

 


